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保
育
に
関
す
る
運
営
費
を
こ
れ
以
上
減
ら
さ
な
い
で
」

「
保
育
園
の
給
食
を
民
間
委
託
し
な
い
で
」
と
、
岩
倉
市

職
保
育
園
支
部
は
、「
市
立
保
育
園
父
母
の
会
連
絡
会
」

や
「
岩
倉
母
親
連
絡
会
」
と
合
同
で
、「
岩
倉
の
す
べ
て

の
子
ど
も
た
ち
が
安
全
で
健
や
か
に
暮
ら
せ
る
環
境
を
求

め
る
請
願
書
」
に
と
り
く
ん
で
い
ま
す
。
今
年
は
、
目
標

を
上
ま
わ
る
１
３
５
０
２
筆
の
署
名
を
集
め
、
元
気
に
が

ん
ば
っ
て
い
る
保
育
園
支
部
の
前
支
部
長
・
村
瀬
葉
子
さ

ん
と
、
父
母
の
会
連
絡
会
会
長
の
岩
�
裕
美
さ
ん
に
お
話

し
を
う
か
が
い
ま
し
た
。
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父父
母母
とと
保保
育育
者者
がが

手手
をを
つつ
なな
ぐぐ
歴歴
史史

岩
倉
市
は
い
ま
、
財
政
難
を

理
由
に
、
保
育
に
関
す
る
運
営

費
や
修
繕
費
を
減
ら
し
て
き
て

い
ま
す
。
そ
の
影
響
で
「
床
な

ど
老
朽
化
し
て
い
る
と
こ
ろ
を

直
せ
ず
に
い
ま
す
」
と
、
村
瀬

さ
ん
。
そ
の
上
、
市
長
が
公
立

保
育
園
、
７
園
中
１
園
を
民
間

に
委
託
し
た
い
と
発
言
。
毎
年

９
月
市
議
会
に
あ
わ
せ
て
と
り

く
ん
で
き
た
請
願
を
、今
回
は
、

国
の
保
育
制
度
の
見
直
し
問
題

も
含
め
て
、
大
き
く
成
功
さ
せ

よ
う
と
、
保
育
園
支
部
は
と
り

く
み
は
じ
め
ま
し
た
。
４
月
に

「
父
母
の
会
連
絡
会
」
に
も
と

り
く
み
を
提
起
。
連
絡
会
で
は

早
速
、
議
論
を
か
さ
ね
、
１
万

筆
を
目
標
に
集
め
よ
う
と
決
め

ま
し
た
。

実
は
岩
倉
市
の
保
育
の
歴
史

が
、
父
母
と
保
育
者
が
手
を
つ

な
い
で
つ
く
ら
れ
て
き
た
こ
と

を
、
村
瀬
さ
ん
は
ふ
り
返
り
ま

す
。「
０
歳
児
か
ら
の
乳
児
保

育
や
、
７
�
３０
〜
１９
�
００
ま
で

の
延
長
保
育
な
ど
岩
倉
の
保
育

園
で
は
、
国
が
制
度
化
す
る
よ

り
も
前
か
ら
行
っ
て
き
ま
し

た
」
と
語
り
、
４０
年
前
に
は
じ

ま
っ
た
父
母
と
保
育
者
が
手
を

つ
な
ぐ
、�
い
わ
く
ら
ス
タ
イ

ル
�は
、現
在
も
夏
ま
つ
り
な
ど

の
共
催
や
、
署
名
活
動
、
入
所

運
動
ポ
ス
タ
ー
の
と
り
く
み
と

し
て
引
き
継
が
れ
て
い
ま
す
。

新新
保保
育育
制制
度度
のの

学学
習習
でで
いい
っっ
きき
にに

運運
動動
広広
がが
るる

「
父
母
の
会
連
絡
会
」
は
、

各
園
の
「
父
母
の
会
」
か
ら
、

２
〜
４
名
ず
つ
役
員
を
選
出
し

て
構
成
し
て
い
ま
す
。
保
育
園

支
部
は
月
１
回
、
連
絡
会
の
役

員
会
に
出
席
し
た
り
、
連
絡
会

の
役
員
が
隔
月
で
保
育
園
支
部

の
会
議
に
参
加
し
、
お
互
い
に

学
習
や
情
報
交
換
を
行
っ
て
い

ま
す
。
こ
う
し
た
ふ
だ
ん
の
共

同
の
と
り
く
み
が
、
今
回
の
署

名
運
動
を
大
き
く
前
進
さ
せ
る

背
景
に
あ
り
ま
し
た
。

署
名
に
あ
た
り
、
学
習
会
を

開
催
。
例
年
は
各
園
２０
人
ほ
ど

の
参
加
で
し
た
が
、
今
年
は
保

育
参
観
日
の
あ
と
に
開
催
し
、

６
〜
７
割
の
父
母
が
参
加
。
新

た
な
保
育
制
度
の
内
容
つ
い
て

紙
芝
居
で
学
習
し
ま
し
た
。
父

母
は
新
た
な
保
育
制
度
の
中
身

を
知
り
、「
が
ん
ば
っ
て
署
名

を
集
め
て
、
子
ど
も
た
ち
と
保

育
園
を
守
ろ
う
」
の
思
い
が
高

ま
り
ま
し
た
。

７
月
か
ら
署
名
に
と
り
く

み
、
１
ヶ
月
で
２
園
が
目
標
を

達
成
し
、
さ
ら
に
勢
い
が
増
し

ま
し
た
。「
父
母
の
会
」
は
街

頭
に
立
ち
は
じ
め
、
９

月
１
日
の
最
終
締
め
切

り
の
時
点
で
、
目
標
の

１
万
筆
を
大
き
く
上
ま

わ
り
、
有
権
者
の
�
に

迫
る
１
３
５
０
２
筆
を

市
議
会
へ
提
出
し
ま
し

た
。

親親
もも
保保
育育
園園
にに

くく
るる
のの
がが
楽楽
しし
みみ

連
絡
会
会
長
の
岩
�

さ
ん
は
、「
や
れ
ば
や
っ

た
だ
け
手
応
え
が
あ
り
ま
し
た

ね
。
父
母
の
会
の
役
員
さ
ん
を

は
じ
め
、
多
く
の
父
母
の
み
な

さ
ん
、
先
生
た
ち
み
ん
な
が
が

ん
ば
っ
た
成
果
だ
と
思
い
ま

す
」と
笑
顔
を
み
せ
ま
す
。「
保

育
園
が
あ
る
お
か
げ
で
、
安
心

し
て
働
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

子
ど
も
も
保
育
園
と
先
生
が
大

好
き
で
、
毎
日
元
気
に
通
っ
て

い
ま
す
」
と
語
り
、「
親
も
園

に
く
る
の
が
楽
し
み
な
ん
で

す
。
公
立
保
育
園
を
守
る
こ
と

は
、
子
ど
も
た
ち
の
未
来
を
守

る
こ
と
」
と
、
力
強
く
語
っ
て

く
れ
ま
す
。

村
瀬
さ
ん
は
「
乳
児
ク
ラ
ス

が
い
っ
ぱ
い
で
、
職
員
の
配
置

も
ギ
リ
ギ
リ
な
ん
で
す
。
し
か

し
、
こ
の
間
の
運
動
で
、
退
職

補
充
は
正
規
採
用
を
し
て
も

ら
っ
て
い
ま
す
」
と
話
し
、

「
保
育
園
を
守
り
、
さ
ら
に
充

実
す
る
よ
う
、
若
い
ひ
と
も
ベ

テ
ラ
ン
も
、
一
緒
に
組
合
活
動

を
す
す
め
な
が
ら
、
父
母
の
み

な
さ
ん
と
も
力
を
合
わ
せ
運
動

を
し
て
い
き
ま
す
」
と
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
連
絡
会

会
長
の
岩
崎
さ
ん
も
、
県
・
国

に
む
け
て
の
署
名
も
が
ん
ば
る

気
持
ち
に
な
っ
て
お
り
、
親
を

ま
き
こ
ん
だ
と
り
く
み
に
む

か
っ
て
い
ま
す
。

いつも元気な子ども達と一緒の村瀬さん（左）と岩崎さん（右）

公立保育園を守ることは
子どもの未来を守ること�

有権者の１／３に迫る署名を達成

�

１１００
・・
１１５５

ママ
イイ
ナナ
スス
人人
勧勧

現現
業業
賃賃
金金
削削
減減

自
治
労
連

現

業
紙芝居学習に見いる父母のみなさん

はは
ねね
返返
そそ
うう
��

全
国
統
一
行
動
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秋
年
闘
争
の
前
進
に
む
け
た

県
本
部
の
第
１
回
中
央
委
員
会

が
９
月
１８
・
１９
日
、
蒲
郡
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
会
議
で
は
、

「
仕
事
と
職
場
を
語
り
、
住
民

と
と
も
に
憲
法
と
地
方
自
治
が

い
き
る
地
域
を
つ
く
ろ
う
、
と

話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。

秋
季
年
末
闘
争
方
針
で
は
、

は
じ
め
に
、
総
選
挙
で
自
公
政

権
を
退
場
さ
せ
歴
史
的
転
換
の

情
勢
を
作
り
出
し
た
。
今
後
、

民
主
党
が
掲
げ
た
、
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
の
廃
止
や
、
労
働

者
派
遣
法
の
抜
本
改
正
な
ど
の

公
約
を
守
ら
せ
、
国
会
に
反
映

さ
せ
る
と
り
く
み
を
国
民
・
労

働
者
と
と
も
に
す
す
め
る
。
そ

の
上
で
、
�
不
当
な
賃
金
削
減

と
成
果
主
義
賃
金
の
導
入
を
許

さ
ず
、
賃
金
・
権
利
の
拡
充
を

め
ざ
す
、
�
積
極
的
な
人
員
増

の
た
た
か
い
を
す
す
め
る
、
�

す
べ
て
の
単
組
が
０９
年
組
織
基

本
調
査
の
組
合
員
数
を
減
ら
さ

ず
、
１
０
０
０
名
の
増
を
め
ざ

す
な
ど
、
６
つ
の
中
心
課
題
が

提
起
さ
れ
ま
し
た
。

具
体
的
な
と
り
く
み
と
し

て
、
９
月
を
総
学
習
総
討
論
期

間
と
し
て
、
マ
イ
ナ
ス
勧
告
に

対
す
る
怒
り
の
結
集
を
す
す
め

る
。
１０
月
１６
日
を
要
求
書
提
出

基
準
日
、
同
２９
日
を
回
答
指
定

日
と
し
、
３０
日
を
全
県
決
起
集

会
。
１１
月
２
日
か
ら
統
一
交
渉

ゾ
ー
ン
と
し
て
、
要
求
の
前
進

を
は
か
る
こ
と
な
ど
を
確
認
し

ま
し
た
。
２
日
目
は
分
科
会
に

分
か
れ
て
各
単
組
の
と
り
く
み

に
つ
い
て
意
見
交
換
を
す
す

め
、
あ
わ
せ
て
、
各
単
組
委
員

長
な
ど
を
集
め
た
、
組
織
拡
大

意
思
統
一
会
議
を
開
催
し
、
組

合
員
を
減
ら
さ
ず
１
０
０
０
名

の
増
を
め
ざ
す
と
り
く
み
を
す

べ
て
の
単
組
で
具
体
化
す
る
こ

と
を
確
認
し
あ
い
ま
し
た
。

な
お
、中
央
委
員
会
で
は「
鳩

山
政
権
の
も
と
で
の
日
本
と
自

治
体
」
を
テ
ー
マ
に
、
二
宮
厚

美
神
戸
大
学
教
授
か
ら
講
演
を

受
け
、「
鳩
山
政
権
は
、
利
用

可
能
な
政
権
で
あ
り
、
要
求
実

現
へ
後
ろ
か
ら
の
突
き
上
げ

と
、
す
す
む
方
向
を
誤
ら
な
い

よ
う
、
前
か
ら
の
牽
引
と
の
２

正
面
作
戦
で
運
動
を
す
す
め
る

こ
と
が
重
要
」
と
指
摘
さ
れ
ま

し
た
。

賃金・権利の拡充へ
職場から要求討議をすすめよう

県本部第１回中央委員会

ま
ち
か
ら
村
か
ら
の
連
帯

で
、
ひ
と
り
ぼ
っ
ち
の
高
齢
者

を
な
く
そ
う
を
合
言
葉
に
、
第

２３
回
日
本
高
齢
者
大
会
が
９
月

１４
・
１５
日
、
大
分
県
別
府
市
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
主
催
者
の

城
田
実
行
委
員
長
は
「
自
公
を

政
権
の
座
か
ら
引
き
ず
り
下
ろ

し
た
。
長
年
、
国
民
と
と
も
に

政
治
変
革
を
目
指
し
て
き
た
私

た
ち
高
齢
者
の
快
挙
で
あ
り
、

今
後
、
民
主
党
の
公
約
で
高
齢

者
の
要
求
と
一
致
す
る
課
題
で

は
、
そ
の
実
現
を
め
ざ
そ
う
」

と
あ
い
さ
つ
。基
調
報
告
の
後
、

「
介
護
保
険
の
１０
年
目
の
検
証

と
高
齢
者
運
動
の
課
題
」
と
題

し
て
鹿
児
島
大
学
の
伊
藤
周
平

さ
ん
が
記
念
講
演
。「
来
年
は
、

５
年
ご
と
の
介
護
保
険
制
度
の

見
直
し
時
期
で
あ
る
。
来
年
に

向
け
て
介
護
保
険
法
廃
止
法
案

と
高
齢
者
・
障
害
者
総
合
福
祉

法
を
構
想
し
、
立
法
化
さ
せ
る

運
動
も
提
起
す
る
必
要
が
あ

る
」
と
課
題
が
投
げ
か
け
ら
れ

ま
し
た
。
前
日
は
、
１６
の
教
室
・

分
科
会
で
「
高
齢
者
の
仕
事
と

生
き
が
い
」
な
ど
を
学
習
・
交

流
が
行
わ
れ
、
二
日
間
で
の
べ

４
０
０
０
人
が
参
加
。
愛
知
自

治
体
退
職
者
会
か
ら
は
、
８
退

職
者
会
か
ら
２６
名
が
参
加
し
ま

し
た
。

国国
民民
的的
共
同同
で
要要
求
実
現現
へ

第第
２２３３
回回
日日
本本
高高
齢齢
者者
大大
会会

愛
労
連
、
県
公
務
共
闘
、
県

本
部
の
３
者
共
同
で
、
愛
知
県

人
事
委
員
会
へ
の
要
請
行
動
を

行
い
ま
し
た
。
県
下
の
単
組
・

支
部
・
分
会
・
補
助
組
織
な
ど

１
６
８
団
体
の
要
請
書
を
提

出
。
要
請
団
か
ら
「
地
域
手
当

の
削
減
と
賃
金
カ
ッ
ト
が
強
行

さ
れ
て
お
り
、
地
域
経
済
の
活

性
化
や
職
員
の
生
活
向
上
と
も

関
わ
っ
て
、
人
事
委
員
会
の
役

割
の
発
揮
が
求
め
ら
れ
る
」
と

主
張
し
ま
し
た
。

県
人
事
委
員
会
は
「
現
在
作

業
中
で
あ
り
、
意
見
、
要
望
な

ど
は
参
考
に
し
た
い
。
勧
告
の

時
期
は
昨
年
と
同
じ
時
期
で
考

え
て
い
る
」
と
応
え
ま
し
た
。

東
海
北
信
ブ
ロ
ッ
ク
の
野
球

大
会
が
９
月
１３
日
、
名
古
屋
市

内
で
開
催
さ
れ
、
名
古
屋
市
職

労
チ
ー
ム
と
静
岡
市
労
連
チ
ー

ム
が
対
戦
。
試
合
は
３
回
に
静

岡
が
フ
ェ
ン
ス
直
撃
の
タ
イ
ム

リ
ー
で
１
点
先
制
。
そ
の
後
、

６
回
表
に
名
古
屋
が
先
頭
バ
ッ

タ
ー
の
２
ベ
ー
ス
を
生
か
し
て

同
点
。
そ
の
裏
、
静
岡
が
デ
ッ

ト
ボ
ー
ル
と
エ
ラ
ー
で
作
っ
た

チ
ャ
ン
ス
を
生
か
し
て
再
び
突

き
放
し
ま
し
た
が
、
名
古
屋
が

最
終
回
に
劇
的
な
代
打
ホ
ー
ム

ラ
ン
で
同
点
。
最
後
は
、
特
別

ル
ー
ル
で
名
古
屋
が
じ
ゃ
ん
け

ん
で
優
勝
し
、
全
国
大
会
の
出

場
権
を
獲
得
し
ま
し
た
。

名古屋が
全国大会出場へ

職
員
の
生
活
守
れ

自自治治労労連連共共済済のの
東海北信
ブロック野球大会

火火 災災 共共 済済
安安くくてて大大ききなな保保障障

県
人
事

委
員
会
へ

瀬
戸
市
職
労
（
９
月
１５
日
）

執
行
委
員
長

下
山

泰
彦

副
執
行
委
員
長

梅
野

泉

〃

加
藤

徹

〃

近
藤

隆
儀

書

記

長

遠
藤

勇

会

計

岡
田

正
大

一
宮
市
労
組
（
９
月
１６
日
）

執
行
委
員
長

平
山

勝
子

副
執
行
委
員
長

柳

進

〃

渡
辺

利
雄

書

記

長

森

清
隆

知
立
市
職
労
（
９
月
１７
日
）

執
行
委
員
長

杉
浦

彰
治

副
執
行
委
員
長

杉
浦

和
成

書

記

長

成
瀬

達
美

会

計

長
谷

隆
治

西
尾
市
職
（
９
月
１９
日
）

執
行
委
員
長

簗
瀬

貴
央

副
執
行
委
員
長

都
築

晴
美

〃

中
村

広
基

書

記

長

柵
木

史
紀

書
記
次
長

犬
塚

隆
之

単単
組組
定定
期期
大大
会会

役役
員員
紹紹
介介

左
の
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ

ル
を
解
き
、
解
答
お
よ
び
名

前
・
組
合
名
・
職
場
を
ハ
ガ

キ
に
書
い
て
送
っ
て
く
だ
さ

い
。
抽
選
で
１０
名
に
図
書
カ

ー
ド（
１
０
０
０
円
分
）を
贈

呈
し
ま
す
。

〒
４
６
２
�
０
８
４
５

名
古
屋
市
北
区
柳
原
３
丁
目

７
�
８

自
治
労
連
愛
知
県

本
部
教
宣
部

締
め
切
り
は

１０
月
３０
日
必
着
。
ハ
ガ
キ
に

必
ず
近
況
や
職
場
で
の
話

題
、「
あ
い
ち
の
仲
間
」
の

感
想
や
載
せ
て
ほ
し
い
話
な

ど
、書
き
添
え
て
く
だ
さ
い
。

９
８
８
号
の
答
え
は
「
セ
カ

イ
イ
サ
ン
」
で
し
た
。
３４
通
の

応
募
が
あ
り
全
員
が
正
解
で
し

た
。
以
下
の
方
に
図
書
カ
ー
ド

を
送
り
ま
す
。

渡
部
か
な
江（
名
古
屋
市
職
労
）

吉
川

博（
名
古
屋
市
職
労
）

重
藤

新
子（
学
事
労
）

八
木

里
美（
瀬
戸
市
職
労
）

中
橋
香
那
子（
春
日
井
市
職
労
）

鈴
木

典
子（
豊
橋
市
職
労
）

神
田

達
弘（
豊
橋
市
職
労
）

加
藤

安
子（
豊
川
市
職
労
）

鈴
木

博
史（
蒲
郡
市
職
）

青
山

千
里（
西
尾
市
職
）

クク
イイ
ズズ
のの当当

選選
者者


